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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
本論文は日本と韓国の間の社会的な文脈の中で隣国の言語を学び，教えるという営為と人
間形成との関係を探究することを目的としている。具体的には，隣国の言語の教育に携わる
教師たちが，日韓の社会的，教育的文脈の中で形成していった教育観，その形成過程と教育
観の表出としての教育実践のありようを探り，教師たちが隣国の言語の教育に関わる意義と
可能性について論じている。 
 本論文は序章から終章までの 6つの章で構成されている。 
 序章では研究の背景として英語偏重の外国語教育，複言語・複文化主義の潮流を述べ，本
研究の目的を述べた。教育の最終的な目的は人間形成にあると考えられているのにもかかわ
らず，日本においても韓国においても「外国語＝英語」と捉えられる傾向が顕著である。そ
の状況を批判的に概観しながら，ヨーロッパで生まれた，個人の中に複数の言語と文化が共
存し人間形成と相互理解を促すことを目指す「複言語・複文化主義」の理念について述べ，
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東アジア，日本と韓国においても個人の複言語・複文化能力を育てる言語教育を構想する視
点が重要であり，その議論を進めるために，言語教育において重要な教師に注目した研究を
行うことを述べた。 
 第 1 章では隣国の言語の教育に関わる教師たちを対象とした「人間の研究」を行うための
概念的枠組みと研究手法を述べ，関連テーマにおける先行研究を詳細に述べた。言語教育の
分野では近年，「人間の研究」として学習者や教師のアイデンティティの概念化が進められ
ていることを踏まえ，言語教師のアイデンティティを「自身の経験や他者からの影響によっ
て時とともに変容していく多層的で動態的なもの」という概念的枠組みのもとで考察するこ
ととした。そのうえで教師が社会との相互作用の中でどのような「想像のアイデンティティ」
を思い描き，学ぶ側から教える側になり，いかなる教育観を形成していったか，それは具体
的にどのような教育実践に現れているかについて考察するという本研究の視点を述べた。ま
た，従来の研究には「隣国の言語」を教える教師を対象に，学習者から教師になるまでの軌
跡と教師になってからの教育実践を個人の複言語・複文化経験との関係性において考察した
研究がないことを明らかにし，それが本研究のオリジナリティとなることを述べた。さらに，
本研究では，授業参与観察を中心としたフィールドワークとライフストーリー・インタビュ
ーの 2 つの手法を用いるとした。 
 第 2 章では韓国における日本語教育，日本における韓国語教育の背景に関して，主に歴史
的な文脈を整理し，韓国において「加害者の言語」として捉えられ，排除と警戒の対象であ
った日本語と，日本において長らく関心をもたれず「不遇の言語」であり，イデオロギッシ
ュな言語として捉えられてきた韓国語が，両国の経済的，文化的結びつきが強まり深まる中
で，その位置づけが徐々に変化してきた変遷を整理した。また，日本と韓国の教育制度の違
いを整理しながら，フィールドワークで得られた現在の教育現場のデータも踏まえ，日韓の
言語教師たちが現在置かれている教育現場の現状についてまとめた。 
 第 3 章では，日韓の教師たちの教育観の形成過程を個人史に沿って記述した。教師の語り
を聞くライフストーリー・インタビューの手法を使い，在日コリアン韓国語教師 1 名，韓国
人日本語教師 2 名，日本人韓国語教師 2 名の計 5 名の語りを分析した。具体的には，教師た
ちが「民族＝言語」イデオロギー，複雑な日韓の歴史的・政治的問題，英語以外の外国語の
教育制度の問題など様々な葛藤や困難を抱えながら，蓄積した複言語・複文化経験，人的ネ
ットワーク，自己研修を通して自己変革し，学ぶ側から教える側へ，教師になってからは複
言語・複文化の経験の場を教室，学校，社会のレベルで創出する教師として成長し，教育観
を形成していくプロセスを詳細に記述した。 
 第 4 章では，在日コリアン日本語教師 1 名，韓国人日本語教師 1 名，日本人韓国語教師 1
名の計 3 名の授業の参与観察とライフストーリー・インタビューのデータから，教師たちの
教育観形成のプロセスと教育観の表出としての教育実践について考察した。具体的には隣国
に対して否定的な感情を持っていた 3 名の教師が隣国の言語を学び，教えるまでの自己変容
プロセスをインタビューにおける語りのデータから分析し，その過程で形成された教育観が，
いかに実際の教室空間や，教材，教師の言動に現れているかについて，授業参与観察の記録
データから分析した。 
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 終章においては，これまでの議論を整理し，隣国の言語を教える教師たちに通底する教育
観と複言語・複文化経験について総合的に考察した。本研究では教師たちに通底する教育観
として，教室内外に人的交流を中心とした複言語・複文化経験の場を創出することを重視す
る教育観，その場への参加が生徒の単なる言語習得にとどまらない学習につながると考える
教育観があることを明らかにした。そうした教育観は，複言語・複文化を蓄積できる学びの
場が学校教育の場以外にもあるということを認識した教師個人の経験から形成されている
ものであると分析した。さらに，教師たちが持つ資本となる要素を挙げ，それらの資本が教
師たちの教育観と結びつき，教師たちの主体的な実践につながっていると考察した。最後に，
様々なイデオロギーや複雑な日韓関係の狭間で主体的に学びの場を創ろうとする，複言語・
複文化を持つモデルとしての教師たちの存在意義と教育実践の可能性について論じた。 
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本論文は、外国語＝英語という社会通念に対して、個人の中に複数の言語と文化が共存す
ることによって人間形成と相互理解が促されるという欧州発の「複言語・複文化主義」の理
念を対置し、その理念の実現に不可欠なものとして言語教育に着目し、その担い手たる言語
教師を研究対象に据えて、東アジアにおける「隣国の言語」教育の現状と可能性について論
じている。 
 言語教育や異文化教育に関してはこれまで膨大な量の研究蓄積があるが、その中にあって
本論文が備えている卓越性や独創性は以下の諸点である。 
 まず第一に、本論文では自らが複言語・複文化的経験を持つ言語教師に焦点を当て、何人
もの教師に聞き取りを行ってライフストーリーを集め、彼ら・彼女らのアイデンティティや
教育観の形成プロセスにまで踏み込んだ調査研究を行っている。そうしたプロセスを踏まえ
たうえでフィールドワークを通して言語教師としての教育実践の諸特徴を浮き彫りにして
おり、教育人類学的なアプローチによる卓越した言語教育研究であると高く評価できる。 
 第二に、国内の外国語教育にとどまることなく、「隣国の言語」教育という括り方をする
ことによって比較の視点を確保した点が挙げられる。日本における韓国語教育、韓国におけ
る日本語教育を同時並行的に調査した研究はこれまで無く、非常にオリジナリティの高い比
較研究であると言える。また、その成果として、かなり異なる社会教育環境下にありながら、
日韓の言語教師の経験や教育観が互いに通底しあうことを明らかにした点も新規性に富む
と言えよう。 
 第三の点は、在日コリアンの言語教師（日本語教師も韓国語教師もいる）を調査対象に含
めている点である。在日コリアンに関する従来の研究に一石を投じるような、新たな切り口
を提示し得る本論文は、教育学を越えて隣接諸学に貢献する可能性も多分に有している。 
 しかし、課題も残されている。言語教師はけっして教育だけを行う存在ではなく、一人の
生活者でもある。調査では的を絞る必要もあるが、それだけでは見えてこないものもある。
言語体験や教育実践の外側まで調査を広げた時に浮かび上がる彼ら・彼女らの生活世界がど
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のようなものか、今後なされるであろう継続調査に期待したい。また、昨今は言語教育によ
らない「隣国の言語」習得の多元化も起きてきている。アニメやドラマの視聴、ポップスの
歌詞といったいっそう身近で、それでいて効果的な言語習得は、複言語・複文化状況に至る
近道かもしれない。言語教師という研究対象のおよそ対極にあるような、こうした研究対象
への目配せも今後はますます必要になってこよう。 
 こうした今後の課題は残るものの、それは本論文自体の価値を減ずるものではない。すで
に述べたように本論文はいくつもの点において従来の研究にない独創性や卓越性を備えて
いる。また、日韓にまたがる非常に精力的な調査活動を行い、その成果を優れて実証的な事
例研究としてまとめており、全体を通して説得力のあるきわめて秀逸な論文であると評価し
得る。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
